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  議 事 日 程 第 １ 号 

 

令和４年１１月４日（金）午前１０時開議 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議第７７号 令和４年度米沢市一般会計補正予算（第７号） 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  本日の会議に付した事件 

 

議事日程第１号と同じ 
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 ８番 影  澤  政  夫 議員  ９番 髙  橋  英  夫 議員 
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１２番 関  谷  幸  子 議員 １４番 山  村     明 議員 

１５番 山  田  富 佐 子 議員 １６番 佐  藤  弘  司 議員 

１７番 太  田  克  典 議員 １８番 我  妻  德  雄 議員 

１９番 島  貫  宏  幸 議員 ２０番 木  村  芳  浩 議員 

２１番 相  田  克  平 議員 ２２番 工  藤  正  雄 議員 

２３番 中  村  圭  介 議員 ２４番 島  軒  純  一 議員 

 

欠席議員（１名） 

 ６番 小  島     一 議員    
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   出席要求による出席者職氏名 

市 長 中 川   勝  総 務 部 長 神 保 朋 之 

企画調整部長 遠 藤 直 樹  市民環境部長 安 部 道 夫 

健康福祉部長 山 口 恵美子  産 業 部 長 安 部 晃 市 

建 設 部 長 吉 田 晋 平  会 計 管 理 者 栗 林 美佐子 

総 務 課 長 髙 橋 貞 義  財 政 課 長 土 田   淳 

政策企画課長 伊 藤 昌 明  教 育 長 土 屋   宏 

教育管理部長 森 谷 幸 彦  教育指導部長 山 口 玲 子 
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   出席した事務局職員職氏名 

事 務 局 長 三 原 幸 夫  事 務 局 次 長 細 谷   晃 

総 務 主 査 澁 江 嘉 恵  議事調査主査 曽 根 浩 司 

主 事 戸 田 修 平    
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 午前１０時００分 開会・開議 

 

○相田克平議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員22名であります。 

  去る10月28日招集告示されました令和４年11

月臨時会はここに成立いたしました。 

  ただいまから令和４年米沢市議会11月臨時会

を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第１号により進めます。 

 

 

 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○相田克平議長 日程第１、会議録署名議員の指名

でありますが、会議規則第88条の規定により指名

いたします。 

   １番 鳥 海 隆 太 議員 

  １５番 山 田 富佐子 議員 

  ２３番 中 村 圭 介 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

 

 

  日程第２ 会期の決定 

 

○相田克平議長 次に、日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本臨時会の会期を本日１日間と定めたいと存じ

ますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本臨時会の会期は本日１日間と決定い

たしました。 

 

 

 

  日程第３ 議第７７号令和４年度米沢市一 

       般会計補正予算（第７号） 

 

○相田克平議長 次に、日程第３、議第77号令和４

年度米沢市一般会計補正予算（第７号）を議題と

いたします。 

  この場合、市長から提案理由の説明を求めます。

中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 おはようございます。 

  ただいま上程になりました議第77号令和４年度

米沢市一般会計補正予算（第７号）について説明

いたします。 

  本案は、原油価格・物価高騰対策に要する経費

など、緊急に補正を必要とする事業費として８億

9,676万円を増額補正しようとするものであり、こ

の結果、補正前と合わせた一般会計の予算総額は

446億2,174万6,000円となります。 

  主な補正内容を説明いたしますと、総務費にお

きましては、大学生等応援事業に要する経費など

として3,114万6,000円を、民生費におきましては、

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支

給事業に要する経費のほか、障がい者及び高齢者

福祉施設燃料費等助成金などとして５億3,661万

1,000円を、商工費におきましては、製造業事業者

電気料金高騰対策支援金の給付に要する経費のほ

か、今年度、第２弾として実施する「よねざわ食

旅！お得に日帰り旅行キャンペーン事業」に要す

る経費などとして３億1,769万円を増額補正しよ

うとするものであります。 

  これらに伴う財源といたしましては、特定財源

として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を含む国県支出金を増額補正するほか、

一般財源として、財政調整基金繰入金を増額補正

しようとするものであります。 

  よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願

い申し上げ、提案理由の説明といたします。 
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○相田克平議長 ただいまの市長説明に対し、御質

疑ありませんか。２番成澤和音議員。 

○２番（成澤和音議員） 私から確認させていただ

きたいと思いますが、今回の補正予算の中身に関

しましては、経済対策であったり事業者支援とい

う項目も含まれております。特に、酒類関係であ

ったりとかよねざわ食旅、スノーアクティビティ

というような事業を行っておりますが、こちらに

関しましては従前どおりの取組ということで、さ

きに行っている例えば米沢市愛の商品券――デジ

タルもございますが、こういったデジタル化とい

うことは検討されたのか。今回含まれていないと

いうことはなぜしなかったのか伺いたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○相田克平議長 安部産業部長。 

○安部晃市産業部長 現在、愛の商品券につきまし

ては実施しているところです。販売を２回に分け

たということもありまして、90％を超える方にデ

ジタル分については御利用いただいておりました。 

  こうした中で、デジタル化についてであります

けれども、このシステムをさらに活用していく上

で少し時間がかかるということもありまして、そ

の点については今回除いたところであります。 

  しかしながら、このシステムについては今後も

活用していくということで考えておりますので、

また同様の取組がありましたら、そのシステムに

ついては継続して活用していきたいという考えで

いるところです。 

○相田克平議長 ２番成澤和音議員。 

○２番（成澤和音議員） 今、米沢もデジタル化社

会に向けて大きな転換点を迎えているのかなと思

っております。これまで紙だったのがデジタル化

になって、追加販売があったということで、正直

いいますと売れ残ってしまったということはあり

ましたが、やはりこの波を加速させるには、こう

いった取組もどんどん進めていかないといけない

のではないかと思うわけなのです。 

  今回、そういったところではなかったというこ

とが非常に残念かとは思いますが、今後、この愛

の商品券のデジタル版を導入するに当たって、

様々な、例えば割引のパーセントであったりクー

ポンをつけられるとか、そういったメリットがあ

るからこのアプリケーションを導入した経過があ

ったわけなのです。ぜひとも今後これに対応させ

ていって米沢のデジタル化を進めていっていただ

きたいと思いますが、改めてそこら辺、今後の取

組も含めて教えていただきたいと思います。 

○相田克平議長 安部産業部長。 

○安部晃市産業部長 同様のデジタルの取組をして

いるところで、山形市のベニｐａｙというものが

ございます。こちらにつきましても調査しました

ところ、やはり独自のシステムということで、な

かなか使い勝手が難しいというような御意見をい

ただいていると、そういうふうにお聞きしており

ます。 

  そういった中で、今回市で取り組みましたのは

汎用性のある電子商品券でしたので、追加販売を

含めて２回の販売ということで90％を超える方に

御利用いただけるという形になっております。こ

ういう形で、市民の皆さんにもっとデジタル化を

気軽に、しかも若い方だけでなくてある程度高年

齢層の方、今回お申し込みいただいた方について

は、そのお手続についても職員がサポートさせて

いただいておりました。こういうことを通じて、

デジタル化について何か気持ちが引いてしまうと

いうようなことが少しなくなったのかなと思いま

すので、引き続きこういう取組についてはしっか

りＰＲしながら普及させていきたいと考えており

ます。 

○相田克平議長 ２番成澤和音議員。 

○２番（成澤和音議員） ぜひお願いしたいと思い

ますし、今回に関しましても相当な事務経費がか

かっております。特に印刷代です。これまで紙で

発行していたがためにどうしても期間がかかった

りするのを、デジタル化することによって、あし

たとは言わなくともすぐにできるというのが魅力
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的ですし、今後やはりそういった波を加速させて

いくには必要な手法なのだと思うわけなのです。 

  あともう１点、愛の商品券も行っておりますが、

やはりこれ、12月末までの期限で時限的に終わっ

てしまうのではないかという懸念があります。こ

のアプリをもっと活用していくには、こういった

新しいものをどんどん取り入れていったりとか、

期間限定でやるのでなくて継続的に、例えばポイ

ント付与をしますよとか、そういうふうにして使

っていく循環をこれから検討していかないといけ

ないのかなと思いますので、ぜひ前向きに取り組

んでいただきたいと期待して、終わりたいと思い

ます。 

○相田克平議長 ほかに御質疑ありませんか。１番

鳥海隆太議員。 

○１番（鳥海隆太議員） 私からは商業振興なので

すけれども、今回、酒類関連事業者応援というよ

うなものも盛り込まれているのだと思います。こ

れなのですけれども、以前、酒類ではなかったの

ですが、飲食業というようなことで実施された事

業がありました。その事業をするときに、事業者

手を挙げろというようなことで、手を挙げたら、

枠いっぱいになったから今回は駄目ですというよ

うなこともありました。 

  今回、200というような事業者、お店を予定して

いるようなのですが、前回のような、いっぱいに

なったから駄目というような、あまりにもしゃく

し定規的なことは行わずに、手を挙げたところを

全部酌み取ってやるのかどうなのかお聞きしたい

と思います。 

○相田克平議長 安部産業部長。 

○安部晃市産業部長 今回の酒類提供の店舗につき

ましては、１つ大きな課題がございました。それ

は、昨年度でありますけれども、夜間営業のお店

につきましては、昨年度県が本市をまん延防止等

重点措置の適用地域に指定した、そういうふうな

ことがございます。そういうふうなときに営業自

粛のお願いを市の職員と、あと県の職員、一緒に

なって各店舗に出向いていったところの経緯がご

ざいます。そうしたときに、なかなか実際お店を

やっておられるのかどうかという実態を把握でき

ないという問題がございました。こういうふうな

経過の中で、今回愛の商品券で飲食店を支援しよ

うという取組もございましたけれども、なかなか

お酒の提供をするお店に行かなかったと。なかな

か足を運ばなかったということで、私どもも大変

苦慮していたところであります。 

  こういう中で、今回、小売酒販組合加盟店さん

が自ら、こういうふうな大変厳しい状況を消費喚

起を促進し地域経済を回復させていきたいと、県

内でもこういうふうな声を上げ、組合員さんが声

を上げてくださるということは大変珍しいことで

ありまして、私どもも大変苦慮しておりましたの

で、ぜひこういうふうなものをしたいと考えたと

ころであります。 

  そういう中で、今回募集対象につきましてはお

話をさせていただきまして、小売酒販組合加盟店

さん、そういうふうな形で少し限定させていただ

きますけれども、そういう中でなかなか実態を把

握できないという中で、確実に営業の実態のある

お店ということで把握しておりますので、十分か

というふうに考えているところです。 

○相田克平議長 １番鳥海隆太議員。 

○１番（鳥海隆太議員） 小売酒販組合加盟店さん

ということです。今そのように説明あったのです

けれども、ただ酒類関連だと幅が広いのかなと思

うのですが、加盟店さんといいますと、やはり販

売が中心というようなことになるのでしょうか。 

○相田克平議長 安部産業部長。 

○安部晃市産業部長 具体的には小売酒販組合加盟

販売店の顧客になります。 

○相田克平議長 １番鳥海隆太議員。 

○１番（鳥海隆太議員） それでは、これは平たく

言えば酒屋さんというようなことになってきます

かね。それとも、もっと幅広く捉えられるのです

か。どうなのでしょう。 
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○相田克平議長 安部産業部長。 

○安部晃市産業部長 小売酒販組合加盟販売店、こ

れはお酒屋さんになりますので、お酒屋さんが販

売している酒を提供するお店、そういうところが

対象になります。 

○相田克平議長 ほかに御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 なければ質疑を終結いたします。 

  次に、議員間討議を行います。議員間討議の御

希望はありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 なければ議員間討議を終結いたし

ます。 

  これより討論に入りますが、通告がありません

ので、討論を終結し、採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議第77号を原案のとおり決するに御異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○相田克平議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議第77号は原案のとおり決まりました。 

 

 

 

  閉    会 

 

○相田克平議長 以上で本臨時会に付議されました

案件は全部議了いたしました。 

  これをもちまして令和４年米沢市議会11月臨時

会を閉会いたします。 

 

  午前１０時１６分 閉  会 

 


